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創業の精神
熱と誠

与えられた仕事をただこなすのではなく、
自ら創意工夫する熱意で取り組み、
誠心誠意これをやり遂げる心をもって
仕事をすること。

企業理念
水と空気と環境の分野で、
優れた技術と最良のサービスを
提供することにより、広く社会に貢献する。

CSR方針
全ての業務を高い倫理観に基づいて実行し、
全てのステークホルダーと
良好な信頼関係を築き上げる。

荏原
らしさ

1912年、畠山一清は「ゐのくち式渦巻きポンプ」を世に広める

ため、荏原製作所を創業。東京大学 井口在屋教授とともに、 

大学発のベンチャー企業として、水道用ポンプの国産化、災害

に備えた水インフラの整備、水道の浄水装置の国産化などに 

取り組みました。

「日本の近代化に貢献したい」「社会の課題を解決したい」という

熱意と誠意、「熱と誠」を原動力に、荏原製作所は社会・産業・

くらしを支えていく製品・サービスを提供し、社会に貢献していく 

ことを使命としてきました。

「熱と誠」の精神と、製品・サービスの提供を通じて社会に貢献

していくという使命は、現在も従業員に受け継がれています。

荏原グループの企業倫理の枠組み

創業の精神

私たちの使命は

社会・産業・くらしを支えていく

製品・サービスを提供し、

社会に貢献していくこと

その原点は「熱と誠」
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荏原グループは、社会のニーズに応え続けて成長を遂げ、グローバルな地位を確立しています。

石油精製・石油化学プラントの心臓部として、
原油、天然ガスから発生するガスの圧縮工程に
使用されます。お客様のニーズや各プロセスに対
応する幅広いラインナップを用意しています。

世界トップシェア
クライオジェニック製品
主にLNG液化プラントで極低温の液化天然ガスを移送する役割を担っ
ています。高い技術力が求められるクライオジェニック製品分野において
数多くの納入実績があり、世界的リーダーとして認められています。

半導体の微細化・積層化に欠かせない
CMP装置や半導体製造工程でクリーンな真空
を生み出すドライ真空ポンプを製造しています。
高い要求水準に応えつつ、日進月歩の技術革新
に対応し、
半導体の
進化を支え
ています。

CMP装置、ドライ真空ポンプ

世界シェア2位

廃棄物処理施設での運転管理受託
数は80施設を超え、日々運転管理ノウハ
ウを蓄積しています。このノウハウを活か
し、遠隔サポートセンターでは廃棄物処
理施設の運転状態をリアルタイムで
チェックし、運転の技術支援や最適化支
援を行っています。

廃棄物処理施設での
運転管理受託数

80施設以上

廃棄物処理施設の設計、建設から維持管
理、運営までを一貫して行い、500を超える施
設を納入。更に、ごみ焼却により発電した電力
を周辺の公共施設等に還元する、電力の地産
地消を行っています。

廃棄物処理施設納入実績 国内外

500施設以上

石油・ガスプラント（ダウンストリーム）
向けコンプレッサ

世界トップシェア

国内工場の標準ポンプ累
計生産台数は1,900万台以
上。生活を支える水の給排水
など多様なニーズに応えるポ
ンプで、快適な住環境づくりと

産業の発展を支えています。また、ビルや公共施設の空
調向けに熱源機器を提供し、製造からメンテナンスまで
の一貫体制で最適なソリューションを提案しています。

国内シェア

No.1
標準ポンプ、冷却塔 排水ポンプが活躍する

国内排水機場等

1,000か所以上
ゲリラ豪雨や台風が起きた際に雨水を
河川や海に放流し、街を浸水被害から守
る大型の排水ポンプを全国の排水機場
等に納入しています。近年、異常気象の
影響で排水機場等の重要性が高まって
いる中、排水ポンプは皆様の安全・安心
なくらしを守っています。

荏原のプレゼンス
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Section 1のポイント

■ 2025年3月、新代表執行役社長に就任した細田のメッセージ 
「グローバル・エクセレント・カンパニーとして、 
もう一段の進化を目指す」 

■ コア技術の進化から生まれる事業間シナジーとその具体事例 

■ 2024年12月期のE-Plan2025の進捗と、 
最終年度となる2025年12月期の取り組み 
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事業を通じた
社会課題の解決

持続可能な
企業成長と
効率的経営

経済価値

E-Vision2030
荏原グループは、2020年に、10年後のあるべき姿とそれに向かう道筋である“価値創造ストーリー”
として、長期ビジョンE-Vision2030を策定しました。「技術で、熱く、世界を支える」という旗印を掲げ、
SDGsをはじめとする社会課題の解決に事業を通じて持続的に貢献し、社会・環境価値と経済価値を
向上させていくことで企業価値を高め、グローバル・エクセレント・カンパニーを目指します。

E-Vision2030では、荏原グループが2030年に向けて解決・改善に取り組む5つのマテリアリティ
（重要課題）を設定しています。事業活動を通してこれらの解決に取り組むことで、社会価値・環境

価値、経済価値の向上につながるアウトカムの実現を図ります。

5つのマテリアリティ
（重要課題）

売上収益

1兆円
規模

温室効果ガスの削減
CO2約1億トン相当の
温室効果ガスを削減

安心・安全なくらし
世界で6億人に水を届ける

くらしの進化
ICAC5＊への寄与：

14Åへの挑戦

ROIC

10%以上 ROE

15％以上

技術で、熱く、
世界を支える

2030年にありたい姿

社会・環境価値と経済価値の
双方を向上させていくことで、

グローバル・エクセレント・カンパニーを
目指す

E-Vision2030

長期ビジョンE-Vision2030

当
社
グ
ル
ー
プ
を
取
り
巻
く
外
部
環
境

海洋汚染

感染症リスク

地政学リスク

デジタル社会加速

食糧危機

水資源枯渇

自然災害

人口増加

AI・IoTの浸透

気候変動

4．人材の活躍促進
「競争し、挑戦する企業風土」を具現
化する、多様な社員が働き甲斐と働き
やすさを感じて、活躍できる企業グルー
プとする

従業員のために

5．ガバナンスの更なる革新
成長へのビジョンを描き、グローバル
で勝ち続ける経営を後押しする攻めと
守りのガバナンスを追求する

サステナブルな経営のために

1．持続可能な
社会づくりへの貢献

社会と人々のために

技術で、熱く「持続可能で地球
にやさしい社会、安全・安心に過
ごせる社会インフラ、水や食べる
ものに困らない世界」を支える

2．進化する豊かな
生活づくりへの貢献

技術で、熱く「世界が広く貧困
から抜け出す経済発展と、進化
する豊かで便利なくらしを実現
する産業」を支える

産業のために

3．環境マネジメント
の徹底

カーボンニュートラルに向けて、
再生可能エネルギーの最大限
の利用を含めた、CO2削減を
推進する

事業活動と
サプライチェーンのために

時価総額 1兆円規模

企業価値の
向上

社会・環境価値

＊ IoT、Cloud、AI、Car、5G
 マテリアリティ特定プロセス
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コア技術の進化と
事業シナジーの
好循環

荏原グループは、創業以来磨き上げてきたコア技術を活用して、社会課題
を解決する製品・サービスや時代が求めるソリューションを提供しています。
当社グループの最大の強みは、対面市場のお客様からのフィードバックに
基づいて更にコア技術を進化させ、それを他の事業領域に応用しながら新た
な製品・サービスを生み出し、新たな事業に結実させてきたことです。この総
合力によって、1912年にインフラ領域から始まった事業は、環境、エネルギー、
建築・産業、精密・電子へと広がり、現在では水素事業をはじめとした新規
事業も生まれています。
今後も事業間で連携してコア技術を進化させながら、高付加価値なソリュー
ションを提供していくとともに、獲得した新たなコア技術を事業に還元し、荏原
ならではの価値を世界に提供していきます。

コア技術の進化と事業の広がり

振動・
騒音制御

界面制御

システム
制御

流体解析・
制御

腐食・
構造強度

エンジニア
リング

コア技術

精密・電子

環境

建築・産業

エネルギー

マリン

ライフ

バイオ

水素

宇宙

運転モニタリング・故障予知
高温腐食

事業を通してコア技術が
進化

海水腐食・防食

シナジー事例

1

シナジー事例

2

シナジー事例4シナジー事例 3

極低温
材料

高圧制
御

ナノ界面制御
高速回転

制御

終点観測
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ICAC5への寄与：
14Åへの挑戦

世界で6億人に
水を届ける

CO2約1億トン相当の
温室効果ガスを削減

製品・ソリューションを通じた
社会課題解決へ

当社グループが保有するコア技術を核として、マーケットインの視点でお客様の「不」を解決するソリューションを開発し、提供し
続けていくことで、社会課題の解決とE-Vision2030で掲げる目標の達成を目指します。

精密・電子
半導体の微細化、高度化を支える製造プロセス、 
サブファブ領域でのソリューションプロバイダへ

●   最先端ノードとアドバンスドパッケージ
に対応した持続的な製品開発及び 　
市場投入

●   2030年に1兆ドルに達する半導体
市場に対応する生産能力の増強

●   激甚化する自然災害への対応と 
海外水インフラへの貢献

●   アンモニア、CCUS、水素など
のサステナビリティ領域での
ソリューション提供

●   遠隔監視や故障予知での
新たなビジネスモデルの確立

●   廃棄物処理からケミカル 
リサイクルを含む循環型 
社会の実現への貢献

●   EBARAメンテナンスクラウドと省エネ製品群
を活用したソリューションサービスの提供

●   新興国を含む海外事業の拡大と  
グローバルシェアの向上

社会インフラを支えながら、国内は製品開発力強化などに
よる高シェアの維持、海外は成長市場の発掘

幅広い製品カバレッジを生かした総合ソリューションを提供

脱炭素・次世代エネルギーのメガトレンドを踏まえ顧客・
社会の変化に対応するソリューションを提供

脱炭素や資源循環の転換に対応した技術とサービスを提供

インフラ

建築・産業

エネルギー

環境

ビジョンの実現に向け
バックキャストで策定2023～2025

E-Plan2025
～2030

E-Vision2030

くらしの進化

温室効果ガス
の削減

安心・安全な
くらし
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経済価値

ROIC 6.5%
営業利益率 6.8%

ROIC 11.2%
営業利益率 10.4%

ROIC 10%以上

ROE 15%以上

営業利益率 10%以上
建築・産業
売上CAGR 6%以上
精密・電子
売上CAGR 15%以上
全社
売上CAGR 7%以上目途

2022/12実績2019/12実績

時価総額 4,346億円
2025/12目標

時価総額 3,163億円

時価総額 1兆円規模
企業価値の目安

ROIC 10%以上
ROE 15%以上
売上収益　　　  1兆円規模

E-Vision2030

E-Plan2019
E-Plan2022 E-Plan2025

2023-2025

2017-2019
2020-2022

2030

顧客起点での
価値創造=起業化

成長への
飽くなき挑戦

更なる成長に
向けた筋肉質化

「技術で、熱く、世界を支える」
事業を通じた社会課題の解決

• CO2約1億トン相当の温室効果ガスを削減
• 世界で6億人に水を届ける
• ICAC5への寄与：14Åへの挑戦

バックキャストマーケットインの加速

E-Vision2030
Milestones

「2030年にありたい姿」を見据え、
E-Plan2022の成果を土台に、更なる成長ステージへ
長期ビジョンE-Vision2030で示した、当社グループが進むべき方向性からバックキャストし、2023年2月、 

2023年から2025年までの3年間を対象期間とする中期経営計画E-Plan2025を策定しました。
前中期経営計画E-Plan2022で明らかになった課題を解決しながら、E-Plan2022で達成した高水準の効率性・
収益性を更に超えることを目指し、建築・産業市場と半導体製造市場を中心に、トップライン成長を実現していきます。

（注）ROIC計算式
2022年度まで：親会社の所有者に帰属する当期利益÷投下資本｛有利子負債（期首期末平均）＋株主資本（期首期末平均）｝
2023年度以降：NOPLAT（みなし税引後営業利益）÷投下資本｛有利子負債（期首期末平均）＋株主資本（期首期末平均）｝
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 顧客対応力強化を意識した組織・体制づくり
より市場に向き合い、顧客起点で価値創造を実現していくため、2023年1月に従来の製品別組織か

ら対面市場別組織へと移行しました。顧客対応力を強化する体制の整備・基盤作りは順調に進捗

し、各セグメントで事業間シナジーが発現しています。CxO制の整備、進化にも取り組み、グループ全

体最適とガバナンスの高度化を進めています。

 複合的なソリューション開発
 社内外連携・共同開発の活性化
既存事業においては、建築・産業セグメントにおけるEBARAメンテナンスクラウド、エネルギーセグメ

ントにおけるサービス＆サポート領域での新ビジネスなど、ソリューション提供型ビジネス開発の加速と

収益化に取り組んでいます。

また、新規事業への取り組みとしては、水素をはじめとした新エネルギー関連のビジネス推進や営業活

動を進めています。設備投資では、2025年に水素関連製品の試験・開発センターにおいて、一部

試験の開始を予定しているほか、ケミカルリサイクルパイロットプラントの稼働も計画しています。  P84

E-Plan2025 5つの重点領域と進捗

1 2

位置付け セグメント
対面市場別

価値創造の方向性

2023/12
営業利益率
実績

2024/12
営業利益率
実績

2025/12
営業利益率
計画

2025/12
営業利益率目標
E-Plan2025目標

成長事業

建築・産業 幅広い製品カバレッジを生かし
た総合ソリューションを提供 7.1% 4.3% 7.2% 7.0%以上

精密・電子
半導体の微細化、高度化を支え
る製造プロセス、サブファブ領域
でのソリューションプロバイダへ

15.5% 18.0% 17.0% 17.0%以上

成長事業
への転換を
図る事業

エネルギー
脱炭素・次世代エネルギーのメ
ガトレンドを踏まえ顧客・社会
の変化に対応するソリューション
を提供

13.4% 13.3% 12.3% 12.0%以上

基盤事業 
（安定的
収益確保）

インフラ
社会インフラを支えながら、国内
は製品開発力強化などによる高
シェアの維持、海外は成長市場
の発掘

9.2% 7.2% 8.6% 6.0%以上

環境 脱炭素や資源循環の転換に
対応した技術とサービス提供 9.7% 9.7% 7.2% 7.0%以上

プロダクトアウト思考 マーケットイン思考でのソリューションプロバイダ

● 縦割りの製品販売・
　サービス提供
● 製品納入後の
　稼働状況等の情報不足

顧客ニーズの理解
顧客と直接
つながることで
価値・課題を可視化

複合的な
ソリューション提供
製品やオペレーションなど
複合的なソリューション提供
によるパートナー化

技術の幅・深さと
サービスの掛け算による
独自ソリューション開発

従来

E-Plan2025における売上収益構成イメージ E-Plan2025における
ポートフォリオの進化イメージ

2024年12月期の進捗事例

石油化学市場での受注
コンプレッサとカスタムポンプの事業統合によるシナジー効果

2024年にエネルギーカンパニー は、サウジアラビアの石油化学コンプレックスに 

おいて、設計・調達・建設を請け負うお客様から、コンプレッサ、タービンとカスタムポンプを

一括受注しました。本件は、複数の製品やソリューションを有する優位性を生かしたワンストップ

営業が評価されたもので、コンプレッサとカスタムポンプの事業統合によるシナジー効果の成果

です。また、これまでの製品別の調達を最適化し、コスト削減を実現しました。今後も統合 

シナジーを発揮し、最良のソリューションプロバイダーを目指していきます。

 P72

2022年12月期 2025年12月期
E-Plan2025目標

2025年12月期
計画

建築・産業 エネルギー インフラ 環境 精密・電子

売上収益
6,808
億円

連結売上CAGR
2022年12月期比

+7%

収益性

成
長
性

低

高

高

建築・産業
売上CAGR +6％

インフラ

環境

成長事業

エネルギー
成長への転換を
図る事業

精密・電子
売上CAGR +15％

基盤事業
連結売上CAGR

2022年12月期比

+9.8%

建築・産業
売上CAGR

+6%

精密・電子
売上CAGR
+15%

建築・産業
売上CAGR
+8.9%

精密・電子
売上CAGR
+10.5%

　対面市場・顧客起点 　新たな価値の創発

2022年12月期 2025年12月期
（中計策定時）

2025年12月期
計画

建築・産業 エネルギー インフラ 環境 精密・電子

売上収益
6,808
億円

連結売上CAGR
2022年12月期比

+7%

連結売上CAGR
2022年12月期比

+9.8%

建築・産業
売上CAGR

+6%

精密・電子
売上CAGR
+15%

建築・産業
売上CAGR
+8.9%

精密・電子
売上CAGR
+10.5%

エネルギー
売上CAGR
+11.7%

E-Plan2025目標
（2023年2月発表時）

 中期経営計画E-Plan2025発表資料（2023年2月公表）  スクリプト付き
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5つの
マテリアリティ

関連する
SDGs

E-Vision2030に向けた 
2025年の成果目標（アウトカム） 担当 KPI 2025/12 目標 2024/12 実績 達成度

イメージ

3
環境

マネジメントの
徹底

荏原グループで使用する電力のグリーン化 環境 新電力事業から供給する荏原グループ向け電力のCO2排出係数 0.313kg-CO2/kWh 0.312kg-CO2/kWh

2050年カーボンニュートラル

CRO

CDP評価（気候変動） B以上を維持 A-

Scope1,2 2018/12比GHG排出量を32%削減 Scope1,2 GHG排出量 2018/12比 32%削減 2018/12比 49.1%削減

Scope3／削減貢献／他＊（バリューチェーン） Scope3 GHG排出量
バリューチェーンにおけるGHG
排出量の合理的測定手法の
確立

完了

水使用原単位の継続的な改善 水使用原単位 継続的に改善 0.108 ML/億円
（前年より改善）

毎年の再資源化率95%以上の維持（国内） 再資源化率 95%以上の維持 97.7%

4
人材の
活躍促進

競争し、挑戦する風土へ変革し、多様な社員が
働きやすさを感じて活躍できる環境づくり

CHRO

グローバルエンゲージメントサーベイスコア 83以上 79

グローバルモビリティの向上 Global Key Position（GKP）における非日本人社員比率 30%以上 25%

男女の賃金差異解消
GKP女性ポジション比率 8%以上 8%

女性基幹職比率（単体） 8%以上 7.5%

性別に関係なく仕事と育児を両立できる
企業風土の醸成 男性育児休業取得比率（単体） 100% 90.8%

障がいのある社員の活躍促進 障がい者雇用比率（単体＋グループ適用会社4社） 2.6%以上 2.68%

5
ガバナンスの
更なる革新

取締役会の実効性の向上と
G to V（Governance to Value）への貢献 取締役会 － － －

E-Vision2030とE-Plan2025における非財務目標とKPI

＊ 「他」は当社製品が分解処理するGHGのCO2換算相当量など
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Section 2

企業価値を向上させる
―  荏原の資本  ―企業価値を向上させる

―  荏原の資本  ― 2030年にありたい姿と 
経営資本の関係 30

CFOメッセージ 32

特集 荏原グループ技術元素表 37

人材戦略 39

研究開発・知財戦略 45

DX戦略 49

リスクマネジメント 53

　　コンプライアンス 55

サステナブルな水・空気・環境へ 56

グローバルで責任を果たす 63

　　人権の尊重 63

　　サプライチェーンマネジメント 64

　　 公正取引委員会からの 
勧告に対する取り組み 65

　　生産マネジメント 66

　　品質マネジメント 67

Section 2のポイント

■ 経営資本を「負託資本」「内部蓄積資本」「外部資本」の3つに分類し、 
関係性を整理 

■ 2025年3月に就任した新CFO渕田のメッセージ 
「中長期目線の成長戦略に基づく施策の実行と資本市場との対話の深化」 

■ 技術元素表と人材・組織データを連携させ、 
荏原グループの総合力で競争力強化 

■ 人的資本と企業価値の関連性を定量的に分析 

 P30

 P32

 P37

 P40
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顧客起点で
価値を創造する
―  荏原の事業  ―

2015/12
（計画）

2024/122023/122022/122021/122020/122019/122018/122017/122017/32016/3

カンパニー別売上収益構成推移（単位：億円）

2023年12月期より、事業セグメントを
製品軸セグメントから
対面市場軸セグメントへ変更

 ■風水力  ■その他 ■建築・産業  ■エネルギー  ■インフラ  ■環境 ■精密・電子 

933
16

703

3,208

1,141

16

680

2,922

1,357

16

628

3,089

1,282

15

695

3,231

1,403

14

674

3,132

1,927

16

718

3,369

2,222

14

737

3,833

1,073

12

476

2,257

501
715

11

1,672

2,221

511
874

2,783 3,000

2,469

11

2,104

2,381

580
900

2020

2,000

2,500 台湾・韓国
その他アジア
15
（注）上記グラフは2024年12月期の実績値です。

日本
34

北米
14

中東
5

その他 4

中国
22

欧州
6

国内：34％
海外：66％

製品
5,370

S&S
3,297

サービス＆
サポート比率

38％

地域別売上収益構成（単位：％） S&S売上収益構成（単位：億円）
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建築・産業カンパニー 69

エネルギーカンパニー 72

インフラカンパニー 75

環境カンパニー 78

精密・電子カンパニー 81

新規事業

　水素関連事業 84

　マリン、バイオ、GX、ライフ 88
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建築・産業市場において、水供給と熱エネルギーの課題を解決する
ソリューションサービス企業を目指す

事業ビジョン（E-Vision2030）

主な対面市場 建築設備・産業設備

主な製品 標準ポンプ ・送風機・冷凍機 ・冷却塔

業界シェア・
主な実績

•標準ポンプ：国内シェアNo.1
• 冷却塔：国内シェアNo.1
（注）当社調べ

競合企業
•  標準ポンプ：Grundfos、Xylem、川本製作所、鶴見製作所など
•  冷凍機・冷却塔：CARRIER（冷凍機）、YORK（冷凍機）、 
空研工業（冷却塔）など

•  建設会社、設備工事会社、代理店・協力店を介して販売
•  リードタイムは比較的短い
•  DX活用による、ハード・ソフト一体となったソリューション提供に注力

商流と特徴

建築・産業
カンパニー

地域別売上収益構成（単位：億円）

（注）上記グラフは2024年12月期の実績値です。

日本
1,004

北米
185

建築設備
市場
66%

産業市場
34%

その他
234

アジア
638

中東
73
欧州
244

製品
1,838

S&S
543

S&S売上収益構成（単位：億円）

市場別売上収益構成（単位：％）

国内：42％
海外：58％

S&S比率
23％

カンパニー情報

事業戦略

荏原グループ お客様

オーナー
デベロッパー
製造会社
など

ゼネコン
サブコン
プラント会社
装置メーカ

管理会社
設備会社

納入場所（例）

代
理
店

開発・設計

製造

点検・交換

グローバルな
生産拠点
連携に注力

DX活用による
予防保全
（EBARA

メンテナンスクラウド）

提案

● ビル・マンション
● 商業施設
● 工場（各種産業）
● 学校
● 病院
● 個人住宅
● データセンター

修理・点検・交換

販売

販売

販売

販売

提案

販売

ソリューション提案など

リードタイム
即納～2・3か月
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取締役会議長・指名委員会委員長 

によるステークホルダーとの対話 91

取締役 95

取締役会の役割と構成 97

コーポレート・ガバナンス 99

執行役 112

取締役（2025年3月26日現在）

Section 4のポイント

■ 取締役会議長・指名委員会委員長によるステークホルダーとの対話 

■ 進化を続けてきたガバナンスのあゆみ 
ガバナンス改革10年の変遷と更なる進化を目指す取締役会のカルチャー  
実効性評価を起点とした取締役会の10年の改革 

 P91

 P102
 P104
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ステークホルダーとの対話
取締役会議長・指名委員会委員長による

新社長の選任にあたって決め手となったポイントは 

何だったのでしょうか。

  指名委員会では、次期社長の選定に当たって「あるべ

き社長像」を明確に定義しました。具体的には、事業環境の不

透明感が増す中で、広く情報を集め深く考察を行い、戦略構想を

つくり上げ、迅速に変革を推進できる資質・能力を持つ人材です。

細田新社長は多様な事業を経験してきた上に、冷静沈着で、論

理的思考能力も非常に高い。性格面でも、何事にも謙虚で、誠

実かつ真摯に向き合う方であり、決めたことを最後までやり抜く胆

力や信念、責任感を持ち合わせた人材です。選抜プログラムを通

じてこれらを確認し、これからの荏原を導くにふさわしい人物との

結論に至りました。

  社長を選ぶ際、過去の実績を重視して選定する企業が

多いと思いますが、当社の社長選定方針は、今後の荏原の舵取

り役にふさわしいのはどのような人材かという視点を最も重視して

います。指名委員会は、次期社長のあるべき姿として、求める資

質や能力などを決定し、それに沿って細田新社長を選任しました。

近年、営業利益率が横ばい傾向の中、新社長の選定

理由として、更に業績を向上させられる人材かどうか

を重視しても良かったのでは。

  営業利益率やROE、ROICなど、長期ビジョンE-Vision 

2030で掲げた目標を前倒しで達成していることから、足元の業績

に「横ばい」との印象を持たれているかもしれませんが、細田新

社長はそうした現状に甘んじることなく、より高い目標を掲げていこ

うという強い意思をお持ちです。今年は、次期中期経営計画を策

定する年でもありますので、取締役会としても、経営基盤の強化

や成長戦略など更なる企業価値向上に向けて、しっかり議論して

いきたいと思います。

Q

髙下

大枝

Q

髙下

本記事は、2025年4月23日にオンライン開催された機関投資家の方を対象とした独立社外取締役
スモールミーティング（みずほ証券株式会社主催）「荏原のコーポレート・ガバナンス～サステナビ
リティ経営を重視したGovernance to Valueの実践～」の質疑応答における、アナリスト・投資
家からの質問と、取締役会議長の大枝、指名委員会委員長の髙下の回答を要約したものです。

独立社外取締役　筆頭社外取締役
指名委員会委員長

髙下 貞二

独立社外取締役　取締役会議長
指名委員会委員

大枝 宏之

選定

1年目 2年目 3年目 4年目 5～6年目

次世代経営者育成
プログラム

経営課題解決
プログラム 経営課題解決

プログラム
次世代経営者育成
プログラム

原石探し②＊

選定

選定
コーチング・
選定

社長決定原石探し①＊

＊ 人数はイメージです。

社長承継プラン（6年間の育成・選定プロセス）

　ミーティング当日に使用した資料はWebサイトでご覧ください。

https://www.ebara.com/content/dam/ebara/grand-masters/entities/ja/newsroom/pdf/ir/20250423.pdf

参照
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執行役（2025年3月26日現在）

細田 修吾
取締役
代表執行役社長
CEO 兼 COO

永田 修
執行役
建築・産業カンパニープレジデント

宮木 貴延
執行役
エネルギーカンパニープレジデント
Elliott Company CEO
嘉利特荏原泵業有限公司 董事長
荏原エリオットエネルギーホールディングス株式 
会社 代表取締役

太田 晃志
執行役
インフラカンパニープレジデント

山田 秀喜
執行役
環境カンパニープレジデント
荏原環境プラント株式会社
代表取締役会長 
水ing株式会社 取締役

南部 勇雄
執行役
精密・電子カンパニープレジデント
兼 装置事業部長

露木 聖一
執行役
精密・電子カンパニー（コンポーネント事業／
技術統括／安全・環境・品質担当）
兼 コンポーネント事業部長
台湾荏原精密股份有限公司 董事長
合肥荏原精密機械有限公司 董事長

李 承鏞
執行役
精密・電子カンパニー
経営戦略統括部長

渕田 徹也
執行役
CFO（経営企画／財務／会計／税務担当）
兼 経営企画統括部長
荏原（中国）有限公司 董事長

大﨑 晃裕
執行役
CHRO（人事／安全／労務／人財開発担当）
兼 人事統括部長

中山 亨
執行役
CRO（リスク管理／法務／内部統制担当）

小和瀬 浩之
執行役
CIO（情報通信担当）
兼 情報通信統括部長

三好 敬久
執行役
CTO（技術／研究開発／知的財産担当）
兼 技術・知的財産統括部長

須田 和憲
執行役
マーケティング統括部長

立山 美和
執行役
業務革新統括部長

   役員（執行役の略歴）　https://www.ebara.com/jp-ja/ir/business/executive/参照
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2021/12 2022/12 2023/12 2024/12

株価収益率（PER）（倍） 13.79 8.60 12.77 15.92

株価純資産倍率（PBR）（倍） 1.88 1.21 1.88 2.40

発行済株式総数（千株） 477,565 460,460 461,745 462,055

期末時価総額（億円） 6,103 4,346 7,709 11,367

（注） 2024年7月1日付実施の株式分割（1株につき5株の割合で分割）に伴う影響を加味して再計算しています。

株価（左軸） 出来高（右軸）

2021/1 2021/12 2022/12 2023/12 2024/12

（円）

0

1,000

2,000

3,000

0

（千株）
100,000

荏原＊ TOPIX 配当込み TOPIX（機械） 配当込み

0

200

400

600

100

300

500

2014/12 2015/12 2017/122016/12 2020/12 2022/122021/122019/122018/12 2024/122023/12

100
138.8

118.9

109.7

180.7

280.0

375.8

220.6

151.9
146.5

546.0

（％）

過去10年間の株主総利回り（TSR）

過去10年間の株主総利回り（TSR） 株式関連データ

株価及び出来高の推移

（注）  上記グラフは、2014年12月末に投資を行った場合の2024年12月末時点までの配当と株価を加味した投資収益率を示しています。
荏原製作所の株価に配当を加えた投資パフォーマンスについて、2014年12月末の投資額を100として指数化しています。比較指標
であるTOPIX配当込みと、TOPIX（機械）配当込みのデータを使用し、同様に指数化しています。

＊2024年7月1日実施の株式分割（1株につき5株の割合で分割）に伴う影響を加味して再計算しています。

銘柄名
1年間 3年間 5年間 10年間

累積 年率 累積 年率 累積 年率 累積 年率

荏原 150.7% +50.7% 203.4% +26.7% 398.6% +31.9% 546.0% +18.5%

TOPIX 120.5% +20.5% 150.7% +14.6% 182.5% +12.8% 248.8% +9.5%

TOPIX（機械） 122.8% +22.8% 149.6% +14.4% 191.0% +13.8% 246.7% +9.4%

2021/12 2022/12 2023/12 2024/12

期末株価（円） 1,278 944 1669.6 2,460.5

　高値 1,342 1,390 1,747 2,859

　安値 659 923 924 1,498.5

出来高（千株） 680,689 553,177 529,839 768,720

企業情報／株式情報
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本社
〒144-8510 東京都大田区羽田旭町11-1
https://www.ebara.com/jp-ja/
 01-054-J

https://www.ebara.com/jp-ja/



